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相生橋 塗装塗替え工詳細図(その1)
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注記）

1.本図面は既存資料と現地調査結果をもとに作成したものである。

2.施工前に現況を再度調査、寸法計測し、数量を算出すること。

3.本橋の既設塗膜には事前調査の結果、鉛が含有していることが

確認された。そのため、塗膜を飛散させずに除去する方法として

塗膜剥離剤で除去後に塗替えを行う方針にした。

4.塗膜剥離剤の施工・品質等に際しては、土木研究所資料、土木

構造物用塗膜剥離剤ガイドライン(案)改定第2版に基づき実施すること。

5.本線に適した塗膜剥離剤の選定を行った後、施工を行うこと。

6.塗膜表面が結露している場合、剥離剤摘要不可のため、事前に確認すること。

7.作業時は必ず防護衣類を着用すること。

8.粉塵飛散防止シートを二重にし、素地調整後に一層目のシートを剥がし

破棄すること。

9.破棄するシートは鉛が含有および付着していることを考慮して、運搬

受け入れが可能か運搬処理業者に事前確認を行うこと。
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注記）

1.本図面は既存資料と現地調査結果をもとに作成したものである。

2.施工前に現況を再度調査、寸法計測し、数量を算出すること。

3.本橋の既設塗膜には事前調査の結果、鉛が含有していることが

確認された。そのため、塗膜を飛散させずに除去する方法として

塗膜剥離剤で除去後に塗替えを行う方針にした。

4.塗膜剥離剤の施工・品質等に際しては、土木研究所資料、土木

構造物用塗膜剥離剤ガイドライン(案)改定第2版に基づき実施すること。

5.本線に適した塗膜剥離剤の選定を行った後、施工を行うこと。

6.塗膜表面が結露している場合、剥離剤摘要不可のため、事前に確認すること。

7.作業時は必ず防護衣類を着用すること。

8.粉塵飛散防止シートを二重にし、素地調整後に一層目のシートを剥がし

破棄すること。

9.破棄するシートは鉛が含有および付着していることを考慮して、運搬

受け入れが可能か運搬処理業者に事前確認を行うこと。
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項目 計算式 一枚当たり（m2） 箇所数 計（m2）

1 　横桁部1 　300×160 0.048 14 0.672

合 計 面 積 0.672

※少数第4位下切り捨て

防水防食テープ設置数量表

※ 施工に際しては、現場測定を行い、既設の形状を確認の上実施すること。

相生橋　横桁孔食部補修工図

ケレン

プライマー塗布

WAX-TAPE貼付け

段差・継ぎ目調整

防水・防食テープ　施工フロー

　必要量のWAX-TAPE専用プライマーを手で取り出し手で塗布する

　※手袋装着のこと

　WAX-TAPEを防食範囲に空気だまりがないよう施工する

　※複雑な形状においてはハサミやカッターで切り込みを入れて施工する

　※ボルト部は押し付けながら施工する

　継ぎ目がなくなるようにしっかりとなじませ

　空気だまり・浮き・剥がれがないことを確認する

　浮き錆をワイヤーブラシ等で除去し水拭きにてホコリやゴミを取り除く

防水・防食テープ システム断面図

※WAX-TAPEはＮＥＴＩＳ NO,SK-180017-VR同等品以上とする。

母材（貼付け面）

鋼材

１層目

WAX-TAPE専用プライマー

２層目

WAX-TAPE専用パテ

不陸調整 　表面を平滑にするために凹箇所に詰め込む、または凸箇所を平滑にする

３層目

WAX-TAPE（マイクロクリスタリン）

平面図 （S=1:400）

旭川

車道橋

歩道橋

歩道橋
（下流側）

（上流側）

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

　300x160(全14箇所)
　(7箇所x2面)

横桁部1 詳細図 （S=1:10）

注記

1.施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。

1.横桁部1
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G1

損傷箇所図

横桁損傷部

(横桁ウエブ,上フランジ,補剛材)

写真ー41,42

損傷状態　

補修番号　No.2

断面欠損、母材減厚

部   材　 横桁

G1

損傷箇所図

横桁損傷部

(横桁ウエブ,上フランジ,補剛材)

損傷状態　断面欠損、母材減厚

写真ー49,50

補修番号　No.3

部   材　 横桁

S=1/10

G1

損傷箇所図

横桁損傷部

(横桁ウエブ,上フランジ,補剛材)

損傷状態　断面欠損、母材減厚

補修番号　No.4

写真ー55 56 58 59

部   材　 横桁

S=1/10

S=1/10

補修方法　防水テープ補修 補修方法　防水テープ補修

補修方法　防水テープ補修

S=1/10

G1

A2

G2

P6

NO.2 NO.3

配 置 図 NO.4

(1)第七径間(P6-A2)

横桁孔食部補修工詳細図(その1)

注記

1.別途、横桁孔食部補修工図を参照のこと。

2.施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。
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G2

G2

損傷状態　断面欠損、

補修番号　No.6

損傷箇所図 S=1/10

部   材　 横桁,上フランジ,補剛材

G2

損傷状態　断面欠損、

補修番号　No.7

部   材　 横桁,上フランジ,補剛材

損傷箇所図

G2

上フランジ

損傷箇所, 補修図

コンクリ－ト床版

損傷状態　断面欠損、母材減厚

補修番号　No.5
a

a

a - a

部   材　 横桁

補修方法　防水テープ補修

補修方法　防水テープ補修

補修方法　防水テープ補修

S=1/10

配 置 図

G1

A2

G2

P6 NO.5 NO.6 NO.7

(2)第七径間(P6-A2)

横桁孔食部補修工詳細図(その2)

注記

1.別途、横桁孔食部補修工図を参照のこと。

2.施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。

横桁損傷部

(横桁ウエブ,上フランジ,補剛材)

横桁損傷部

(横桁)
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78゜
0'0"

6
80
0

/

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

図示

市道錦町・古京町線（相生橋）
塗装補修工事（８－１）

156

(その2)

横桁孔食部補修工詳細図



G1 G2

横桁改良工詳細図(その1) S=1:10

1-PL 530x12x700(SS400)

18-TCB M22x60(S10T)

1-PL 450x14x460(SS400)

1-FILL PL 450x9x440(SS400)

16-TCB M22x70(S10T)

1-PL 480x16x550(SS400)

18-TCB M22x60(S10T)

1-PL 480x16x530(SS400)

18-TCB M22x60(S10T)

1-PL 310x10x510(SS400)

1-FILL PL 284x9x510(SS400)

14-TCB M22x65(S10T)

1-PL 480x16x510(SS400)

16-TCB M22x60(S10T)

1-PL 310x10x510(SS400)

14-TCB M22x55(S10T)

18-φ26.5現場孔明
16-φ26.5現場孔明

フィラープレート

18-φ26.5現場孔明 18-φ26.5現場孔明
14-φ26.5現場孔明

16-φ26.5現場孔明

14-φ26.5現場孔明
フィラープレート

端横桁

P1 P2 P3 P4 P5 P6A1 A2

配置図

端横桁

注記

1.特記なき材質はすべてSS400とする。

2.施工前に現況を再度調査、寸法計測し

　数量算出、工場製作を行うこと。
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G1 G2
1-PL 520x19x560(SS400)

20-TCB M22x65(S10T)

20-φ26.5現場孔明

フィラープレート
14-φ26.5現場孔明

1-PL 410x12x430(SS400)

14-TCB M22x60(S10T)

18-φ26.5現場孔明

1-PL 470x12x700(SS400)

18-TCB M22x60(S10T)
1-PL 450x12x700(SS400)

18-TCB M22x60(S10T)

18-φ26.5現場孔明

1-PL 310x10x515(SS400)

16-TCB M22x65(S10T)

16-φ26.5現場孔明

18-φ26.5現場孔明

1-PL 430x12x700(SS400)

18-TCB M22x60(S10T)

1-FILL PL 285x9x515(SS400)

S=1:10

ゲルバー部 P6-A2

配置図

P1 P2 P3 P4 P5 P6A1 A2

横桁

横桁

横桁改良工詳細図(その２)

注記

1.施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。
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A2

P6
2 ひびわれ注入工

ひびわれ　0.3×400ひびわれ　0.2×800

ひびわれ注入工1

上部工補修図 S=1:100

ひびわれ補修工、断面修復工

（
歩
道
橋
）

（
歩
道
橋
）

断
 
面
 
図

（
車
道
橋
）

G1
G2

G
1

G
2

G2
G
1

旭
川

ひびわれ注入工(第7径間)

番号 ひびわれ幅(mm) ひびわれ長さ(m) 箇所数

1 0.20 0.80 1

2 0.30 0.40 1

補修ひびわれ長さ(m)

0.80

0.40

合計 1.20

【凡例】

〇　ひびわれ注入工

ひびわれ幅(mm)×長さ(mm)

損傷の種類表示

うき

□　断面修復工

剥離・鉄筋露出　縦(mm)×横(mm)×深さ(mm)

うき　縦(mm)×横(mm)×深さ(mm)

損傷の種類表示 表示

遊離石灰

漏水

その他

腐食･劣化

損傷の種類

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

凡例

・施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。

【注記】

既設コンクリート部

シール材 エポキシ樹脂系

ひびわれ注入工単位数量表

w=1700kg/m3,B=50mm,t=0.3mmと仮定kg 0.25

摘　　　　要単位 数  量

エポキシ樹脂系
注 入 材 ひびわれ深さ

注入器具 30cm間隔 個 4

規　　　　格名　　称

W = ひびわれ幅

ひびわれ補修工

( エポキシ樹脂系注入材(3種))

(1m 当り)

ひびわれ
ひびわれ注入用インシ゛ェクター

注入座金

エポキシ樹脂系注入材充填

シール材

ひびわれ注入工

(ひびわれ幅=0.2mm≦W＜1.0mm)

w=1100kg/m3

ひびわれ深さ

(3種)

ひびわれ幅 0.2 ≦ W ＜ 0.5 mm kg 0.02

・補修対象となるひびわれは、ひびわれ幅0.2mm以上のものとする。

・ひびわれ注入深さは明記しているが、ひびわれの最深部まで確実に注入すること。

・数量にロス分は含まない。

【注記】

t=50mm

ひびわれ幅 0.5 ≦ W ＜ 1.0 mm kg 0.05

t=50mm程度に仮定

4
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0
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上部工補修図
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ひび割れ注入工13

台座コンクリートひびわれ

1.2×450

0.7×400

0.8×200

沓座モルタル打替え工38

沓座モルタルひびわれ

0.8～1.2×150

台座コンクリートひびわれ

1.0～2.0×400

沓座モルタルひびわれ

37 沓座モルタル打替え工

[W=1.0～2.0mm]

ひび割れ注入工15

台座コンクリートひびわれ

0.8×400

沓座モルタルうき

39 沓座モルタル打替え工

200×400

G1

G2

G1

G2

G2

G1

歩
道
橋

車
道
橋

(
上
流
側
)

(下
流
側
)

歩
道
橋

P4 P5 P6 A2

沓座補修図 S=1:150

14

ひび割れ充填工8

ひび割れ充填工9

　想定値として算出している。

・断面修復工の補修深さについては、損傷深さ及び道路橋示方書の最小かぶりから

・施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。

【注記】

2 3

沓座モルタル打替え工

番号 幅（m） 長さ（m） 高さ（m）面積（m ） 体積（m ） 備　　考

撤去･復旧

2型枠面積（m ）

37

38

39

6.000

3支承控除後体積(m )

0.400 0.600 0.240 0.100 0.024 2.0000.011

〃0.400 0.600 0.240 0.100 0.024 2.0000.011

〃0.400 0.600 0.240 0.100 0.024 2.0000.011

0.072合　計

ひびわれ充填工

番号 ひびわれ幅(mm) ひびわれ長さ(m) 箇所数 補修ひびわれ長さ(m)

8 1.00～2.00 0.40 1 0.40

9 1.20 0.45 1 0.45

合計 0.85

ひびわれ注入工

番号 ひびわれ幅(mm) ひびわれ長さ(m) 箇所数 補修ひびわれ長さ(m)

合計

13 0.70 0.40 1 0.40

14 0.80 0.20 1 0.20

15 0.80 0.40 1 0.40

1.00

0.033

既設コンクリート部

シール材 エポキシ樹脂系

ひびわれ注入工単位数量表

w=1700kg/m3,B=50mm,t=0.3mmと仮定kg 0.25

摘　　　　要単位 数  量

エポキシ樹脂系
注 入 材 ひびわれ深さ

注入器具 30cm間隔 個 4

規　　　　格名　　称

W = ひびわれ幅

ひびわれ補修工

( エポキシ樹脂系注入材(1種))

(1m 当り)

ひびわれ
ひびわれ注入用インシ゛ェクター

注入座金

エポキシ樹脂系注入材充填

シール材

ひびわれ注入工

(ひびわれ幅=0.2mm≦W＜1.0mm)

w=1150kg/m3

ひびわれ深さ

(1種)

ひびわれ幅 0.2 ≦ W ＜ 0.5 mm kg 0.02

・補修対象となるひびわれは、ひびわれ幅0.2mm以上のものとする。

・ひびわれ注入深さは明記しているが、ひびわれの最深部まで確実に注入すること。

・数量にロス分は含まない。

【注記】

t=50mm

ひびわれ幅 0.5 ≦ W ＜ 1.0 mm kg 0.05

t=50mm程度に仮定

ひびわれ充填工

ひびわれ充填工単位数量表

名　　称

ひびわれ充填延長

規　　格 単位 数  量

1.0

摘　　　要

(1m 当り)

・コンクリート構造物のひびわれに沿って、U型にカットした断面に

エポキシ樹脂系の材料を充填する。

・フェザーエッジにならないよう端部形成を行うこと。

m

ひびわれ充填材

(Uカット ひびわれ幅=1.0mm≦W)

エポキシ樹脂系充填材

プライマー塗布

既設コンクリート部

(可とう性エポキシ樹脂系充填材)

可とう性エポキシ樹脂 0.13kg w=1300kg/m3

【注記】

・施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。

ひびわれ補修工

22
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沓座補修図
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補修番号　

損傷区分

補修番号　

損傷区分d d

S=1/10

排水管

排水管

アスファルト舗装 50mm

鉄筋コンクリ－ト床版 t=190mm

車 道 部　断 面 図

排  水管 位 置 図

排水管

排水管

排水管

S=1/30

排水管

1.5% 1.5%

平面図

  行い、調整の上、施工すること。

  確認すること。

注記）

1.施工に先立って、必ず現地計測を行い、施工数量と現地状況を

2.上記確認後、施工箇所及び寸法等について監督員と事前協議を

21

排水桝 排水桝

排水桝

D13 D15

D16

NO.13 NO.15

NO.14 NO.16

排水桝
D14

P4 P5 P6 A2

A1 P1
P2

P4
P5

P6 A2

上流側

下流側

P3

配 置 図

車道部

S=1/150排水管補修詳細図(その1)

1
9
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塗
装
　
塗
替
え

排水管 新設

損傷区分 b

写真番号

部   材

補修方法　

補修番号

損傷区分

NO.13 NO.14 NO.15 NO.16

排 水 管

b  腐食

塗装

1 -1

腐食部は、ブラッシング等

1 -2

1 -3

そのあと、ケレン除去を行う。

ケレン後はサビ止めを塗布すること。

S1

S1

1

排 水 管 損 傷 所 補 修 図

腐食部の清掃

で母材地肌を完全に露出すること。

2-取付金具  S1

1-VP    150Ax1100    

主桁　腹板に取付金具用の孔明けを行う

取付金具  排水管の取付を行う

既設排水管の 塗装を行う2 -1

2 -2

2 -3

塗装　塗替え2

 
新
設
管

  行い、調整の上、施工すること。

  確認すること。

注記）

2.施工に先立って、必ず現地計測を行い、施工数量と現地状況を

3.上記確認後、施工箇所及び寸法等について監督員と事前協議を

1.特記なき材質は SS400とする。 

22

S=1/10相生橋 排水管補修詳細図(その2)

"a" 詳細

4

S=1/5

φ
165

6

6

2-φ14ボルト孔

長孔ボルト孔

腹板　現場孔明け

2-φ14x30 

※ 4-φ14

"a" 

2-PL 100x6x  80

2-PL 100x6x  76

(SM400A)

(SM400A)

2-BN M12x45(2-W付)

8-BN M12x40(2-W付)

2-PL 100x6x 412

1-PL 100x6x 433

取 付 金 具 S=1/10

新 設 材

S1

Σ=8

2
0
0
以
上

1
60
0

550

1
06

1
0
0

5
0
2
5
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5
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排水管取替え工①詳細図
S=1/25

1-VP　75A×1750

排水管取替え工②詳細図
S=1/25

1-VP　75A×1800

1-塩化ビニル管継手（φ75用）

相生橋　排水管補修詳細図（その3）

歩
道

橋
車

道
橋

歩
道
橋

P1 P2 P3 P4 P5 P6A1 A2

平 面 図 S=1/300

旭川

車道橋

歩道橋

歩道橋
（下流側）

（上流側）

至　古京町至　錦町

・施工前においては、現地確認を行い補修箇所及び現地寸法を確認すること。

【注記】

・取付金具は既設流用としているが、損傷が著しい等流用困難な場合は監督員と協議を行うこと。

2
0
0
以

上

排水管取替え工

取付金具(流用)

取付金具(流用)

2
0
0
以

上

排水管設置工

取付金具(流用)

取付金具(流用)

塩化ビニル管継手

既設排水管切断

4
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No.16

止水膜
防塵層

支柱層

乾式止水材 S=1:10

(123)

車道部断面図 S=1:10

歩道部断面図 S=1:10

桁　側橋台側

桁　側桁　側

(51)

M8コンクリートアンカー

（Bolt M8x25,1-W付）

止水ゴムパッキン

R-200
押えFB(22x6t)

シーリング材

6mm角

シーリング材

6mm角

6 40-250

接着剤

プライマー

エポキシ樹脂塗料

乾式止水材

シーリング材

25mm角

シーリング材

6mm角

6 40-250

M8皿ボルト付アングル

押えFB(22x6t)

M8皿ボルト付アングル

止水ゴムパッキン

R-200

(51)

(123)

(  )内は、斜角寸法を示す

(  )内は、斜角寸法を示す

乾式止水材

シーリング材

25mm角

シーリング材

25mm角

乾式止水材

″a″

M8皿ボルト付アングル S=1:20

″b″

押さえF.B S=1:20

3-φ12孔
FB22x6x500(SS400)

(溶融亜鉛メッキ)

端部ジャバラ蓋

排水ゴム管

端部ジャバラ蓋詳細図

上記調査結果より、必要な場合は設計変更すること。3.

現地調査を行い、図面寸法と照合を行うこと。

既設止水材撤去後、リブ、通行管等がないか確認すること。

1.

2.

注 記

車道側
上流側寸法表

L L1 L2

P6

A2

下流側寸法表

L L1 L2

P6

A2

S=1:20伸縮装置止水工図

P6 ～ A2上流側歩道部・下流側歩道部 全4箇所

防塵フォーム詳細図

18600mm 2

1

2

60600mm 2

4498

4498

4498

3885 4444

4467 3854 4413

3885 4444

3885 4444

横断面図

平面図

A1 P1 A2P2 P3 P4 P5 P6

配　置　図

上流側歩道

車道

下流側歩道

端部シーリング材

5mm厚端部シーリング材

5mm厚

防塵フォーム1

防塵フォーム2

乾式止水材

導水管

25Ax4000

排水ゴム管

25Ax300

端部ジャバラ蓋

″a″部詳細図 S=1:3

″b″部詳細図 S=1:5

3-M8x40皿ボルト

(3-U.Nut,3-W)(SS400)

(溶融亜鉛メッキ)

R-200

両耳切断

漏水防止材

10×30 補強材

止水ゴムパッキン断面図 S=1:5

※漏水防止材の厚さ10mmは製作時の

  厚さであり、施工時には圧着させる。

170

10
0
.4

伸縮部

120

120

50

50
12

10
0.
4

25

50

120

50 200 50

500

4
0

2218

40

40

5

50 200 50

500

11
1
1

22

6

200

200

26

L2

12
0

L1

L

204 409

80

10
0

10
0

25
9

100

30 500

90
°

90
°

1
00

1
00

15
0

124

15
0

404

123

26
3

124

40

1
8

22

355

40

2
2

66

5 35

6

100

50

12

R5
0

40

6

40

20

10

/

岡山市都市整備局道路部道路予防保全課事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

図示 1514

市道錦町・古京町線（相生橋）
塗装補修工事（８－１）

伸縮装置止水工図



歩
道
橋

車
道
橋

歩
道

橋

P1 P2 P3 P4 P5 P6A1 A2

施工計画図（参考図）（P6-A2）

側 面 図

平 面 図

S=1/300

S=1/300

旭川

車道橋

歩道橋

歩道橋

（歩道部）

（車道部）
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［注記］
-本仮設は参考図であり、詳細は施工業者にて立案すること。
-作業員の安全性を考慮し、足場には必要に応じて手摺設置等の安全対策を行うこと。
-本橋の既設塗膜には事前調査の結果、鉛が含有していることが確認された。
　そのため、足場工は完全防護とすること。
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シート張り防護工
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岡山市都市整備局道路部道路予防保全課事業者名
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図示

市道錦町・古京町線（相生橋）
塗装補修工事（８－１）
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